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ニグモ其の他の蜘蛛でも見られる處で敢へ 
てをとするにおらぬかも知れない。併し 乍 
ら日頃あれ程巧潑で敏捷なジャムプのを人. 
ササグモも碌親となるとこんなにも强く， 

( ? ) なるのかと今更の機に驚かざるを得な 
かつたホ第でをる。 

次に此の標本を圉かが—て都で採集したも 
のと比較して見たが色彩獄等にがて何等 


特別を意すべきネ巧異點を發属することが出來なかつたのみなりず其の Epi がむ色 
の構造もを然同一であつた。（1937. 9. 15記） 


稻の雷蟲を驅除ずる蜘蛛 

馬崎光太郎（通信） 

拜啓晚す次の候御ち右如俩じ御唾候哉御同中上候。小生共固下稲がお中に御座候〇先 
曰御邊附被下しク去雜誌中福巧廠±の文中，クモ類の是蟲捕食のことを候が，毎日巧 
岡じて作業中を意致し候へば，恐らく稱旧一坪の面機に数十頭或は幼蛛も數へれじちの 
な上も右往左往致し居ると見受申候3彼等ぅ;補へるは浮墨す-の幼蟲お，谣へるは浦へろ 
は，若し其の捕へられる浮塵す•の數を數へたりとせば黃大な數とす目成るならんと存ぜら 
れ，我々の氣がかざる所で默々と化の働きをしてくれるクモ共に感謝せずんばなるまい 
とがぜられ候；巧彼等のぶ食が所々に起きるが困つ 7■こものと存 候）。 スチ •ボソ ハ シリ グモ 
キクゲキハンリグモ.ャハス、'ハへトリ • ハグモの一種及別封送制のハへトリニ種等盛じ 
巧動致し居り候（種ちは小生の致弱な推定,この二種 ハへトリグモ 種ち御敎へ彼下 度 願 
上候化はを御願中上候 草々 昭巧十一年十一月吉日 

〔楠が附記〕な上は尾時巧より小生へドさ勺たすム信の原文其の儘でありますが非常に 
巧益な御通信だと思つたので化所に頻載さしていた だく 事にしました二種の ハへトリグ 
モは寶は一種で彼の有名な？ さ にがつて色彩を異にずる ホス クロハ ネグモ Mu 再 magister 
Kars 化でした0農柿こ御を住の方は今後こうした方面に着販してこれを科學的に御研绝 
じなれば蜘蛛はか!何に人生に有闲な動物でちるかが證明されると思ひます0 



